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【概要説明】



コンソーシアム構築のきっかけ①（脱脂粉乳について）

〇 脱脂粉乳は生乳から遠心分離等によりクリーム・バターを製造する過程で生じる。
〇 バター等の需要に応える目的のほか、長期保存ができない牛乳に対して、過剰供給や生乳
廃棄を回避する需給の調整役として位置付けられてきた背景がある。（北海道は主に加工向け、本州が飲用向け）

＝ 「飲む消費」・「加工品の消費」に対して、「毎日生乳は絞らないといけない」との調整

【一般例】

【ジャージー牛乳換算（蒜酪ベース）】 ※生乳１０００kg換算

出典：農水省HP、蒜酪調べ

①ローファットの場合
＝バター 約45kg、ローファット約９５０ｋｇ

②脱脂粉乳の場合
＝バター 約45ｋｇ、脱脂粉乳 約80ｋｇ



コンソーシアム構築のきっかけ③（需要トレンドについて）

〇 生乳生産量はおおむね横ばい、飲用乳は減少トレンド、加工品は増加トレンド

出典：農林水産省HP ☆需給の「調整弁」がR3～５にかけての動向で良く見える（コロナ）



コンソーシアム構築のきっかけ④（牛乳（飲用乳）需要と脱脂粉乳の関係）

〇 脱脂粉乳在庫はコロナなどの需給調整の影響もあるが、飲用乳需要の長期的な減少やヨーグルト等への
脱脂粉乳等の利用減少は、調整弁としての加工品の副産物（＝脱脂粉乳）の積み上がりにも直結
〇 H28年度からR3年度の牛乳等仕向けは405～409万トンであったのに対して、R7年度の見込みは

384万トンと２０～25万トンの需要が減少。これは脱脂粉乳で２万トン強に相当

※ 農林水産省HPより引用

令和７年度末の脱脂粉乳在庫見通し

８万4400トン（前年度比：約62％増）



参考（国等の取組）

（注）11月７日現在で同事業の発動が判明

2025年２月５日記事
日本農業新聞記事より引用

農水省HPより引用



コンソーシアム構築のきっかけ⑤（蒜酪の動向）

〇 蒜山酪農農業協同組合（以下「蒜酪」）では、ジャージー牛の特性上、バターが高価だったこともあり、
これまでは脱脂粉乳需要の方が優位で、バター在庫を一定数抱えていた状況。

〇 一方で、近年の為替相場の影響等による海外産バターの値段高騰などを受け、国産バターへの需要転換
が発生。バターの需要が増加。

〇 また、全国同様に飲用乳やヨーグルトの需要が減少トレンドにあり、ジャージー牛の特性を活かした
加工品需要による収益増加が求められる。

※ 蒜酪定時総会資料より引用

【蒜酪商材の売り上げ動向】

市乳（※）

前年度比

約９２％

ヨーグルト

前年度比

約９３％

バター

前年度比

約124％

※飲用乳商材が複数あるための呼称
【年度末の脱脂粉乳在庫見通し（蒜酪聞き取り調べ）】

約４５００kg
（これまで3０００kgの需要に対し、需要量が4500kg増加）

蒜山の酪農継続のためには、乗り越えなければならない壁
＋ 社会的インパクトも大きい！



コンソーシアムでの役割分担

蒜酪（原料供給）

丹後王国ブルワリー
（加工・商品開発）

東京理科大学チーム
（研究・商品開発）

真庭市
（資金提供・情報共有）

ABC Cooking Studio
（商品開発）

官民一体となって
強みを活かした需要創出

プロジェクト並走
（カルマニ）

×

直近は脱脂粉乳等の需要創出

将来に向け、様々な課題に挑戦する
コンソーシアムを目指します
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